
 
 
 
 
 
 

 

 
＊目的 
気候が乾燥し、森や草原も少なく露出した大地を持つ南イタリア地方においては、古くから住居や建

築や人々の生活において石灰岩が深く関わっていた。地表を掘っても石灰岩しかない厳しい土地の中で

人々は、石灰岩を使った独自の建築様式を生み出し、さらにそれらの石灰住居はそれぞれの都市の文化

や地形に応じて個性的な発展を遂げた。南イタリアの人々の生活と石灰岩は、切っても切り離せない関

係にあったのだ。 
石灰住居の中には、東方正教会やイスラム教の宗教色を残す、都市の歴史が色濃く反映されているも

のや、アルベロベッロの「トゥルーリ」やマテーラの洞窟住居のように世界文化遺産に登録されている

ものもあり、石灰住居にはその都市固有の特色があると考えられる。 
南イタリアの都市を巡って、その都市による石灰住居の独自の特徴を分析し、その特徴を生み出した

都市の歴史や宗教色についても学びつつ、古くから今なお南イタリアに生きる石灰文化について学びた

い。 
 この研究旅行の目的は、南イタリアにおける石灰文化の歴史と現在のあり方を、実際に現地を訪れ目

で見て直接体験することによってより深く探り分析することである。 



 
＊旅行先 
南イタリア地方～レッチェ、アルベロベッロ、チステルニーノ、ロコロトンド、マテーラ～ 

 
＊期待される成果 
国際文化学部で学んできた異文化を理解するグローバルな視点と多様性ある考えをもって、南イタリ

ア地方の石灰文化について現地で直接研究し、肌に触れて体験する。 
 実際に現地に赴き身をもって体験することによって、写真や文献からでは得られない知識や成果を見

出すことができるだろう。さらに南イタリア地方の町や自然環境についてはイタリアの有名都市に比べ

て日本で得られる資料や文献が少ないため、現地で直接学び経験することは今後の研究において非常に

重要でまたなくてはならない要素であると考えられる。 
 自然環境や歴史によって形成され、今なおその文化を受け継ぎ自然と共存している南イタリアの石灰

文化について、自らの足で調査・研究することによって得られた経験と、新たな課題やテーマを今後の

卒業論文や研究において発展させ、文化研究の視野を広げることができる。 
 
 

＊研究旅行日程表    
 
出発日    2013 年 8 月 30 日 
帰着日    2013 年 9 月 10 日 

 

旅行日数（発着日含む） 
   12 日間 

 滞在地           行動内容 
8 月 30 日 ローマ 大阪→ローマ(ヘルシンキ経由) 

ローマ泊 
8 月 31 日 レッチェ ローマ→レッチェ（ユーロスター） 

レッチェ泊 
9 月 1 日 レッチェ 同ホテル泊 
9 月 2 日 アルベロベッロ レッチェ→バーリ→アルベロベッロ 

アルベロベッロ泊 
9 月 3 日 アルベロベッロ 同ホテル泊 
9 月 4 日 チステルニーノ アルベロベッロ→チステルニーノ（電車） 

同ホテル泊 
9 月 5 日 ロコロトンド 同ホテル泊 
9 月 6 日 マテーラ アルベロベッロ→バーリ→マテーラ 

マテーラ泊 
9 月 7 日 マテーラ 同ホテル泊 

9 月 8 日 ローマ マテーラ→ローマ（飛行機） 
ローマ泊 

9 月 9 日 
 

ローマ ローマ→大阪（ヘルシンキ経由）※日本時間 9 月 10 日着 

 



 

 
レッチェを含むプーリア地方とは世界でも最も石の文化が発達した場所である。私たちが訪れた都市

の内ほとんどがプーリア地方の都市であり、都市によって異なる建築様式を見ることが出来たがその中

で、最もエレガントな空間を作っていた都市がレッチェであった。 
私達が想像するヨーロッパの都市が凝縮されたといってもいいような空間が広がっていたこの都市は、

豪華な装飾が特徴とされるバロック様式の建築物が数多く並んでいた。バロック様式とはヨーロッパ各

地で広がった建築様式であり沢山存在するバロック様式の建築物の中でも白さを表現するために石灰

粉を使用したものも見られるがレッチェでは建築物を造っている石自体が石灰分を多く含んでいるた

めに白さが映えさらに光の当たり具合で金色にも変化していた。城壁は現在ではなくなっているが華や

かな城門は残されておりその城門をくぐるとその中には華麗なバロック様式の世界が広がっていた。し

かし私たちはその城門に戻ることはとても困難であった。その理由はレッチェの都市のもう一つの特徴

とされる迷路のような入り組んだ都市空間である。これは中世に入ったころに様々な民族の侵入や支配

が続く中に起きた袋小路を多くもつ不規則な庶民地区が拡大したことが原因である。レッチェの旧市街

は 1日もあれば全て回れることが出来る小さいものであるがこの迷宮構造は何度も道に迷うこととなっ

た。しかし曲がり角を曲がると華麗な教会が突然と現れたり広場が見えたりと本当にまるで迷路の中を

体験しているような面白い都市であった。 



 

 
アルベロベッロは農業が最初期に発達したアッシリア、バビロニアなどの東海中海に由来する農民型

社会である。この都市には世界遺産にも登録されている、とんがり屋根が特徴的なトゥルッリがある。

これは長期にわたる閉鎖社会の中で貧しい農民たちが手元の材料で作り得た唯一の住居形式だった。ト

ゥルッリはすべてが単一材料で作られており、農民は三種類の異なる形状、切石、ストレート状石片、

砕石を作りこれで住居を築き上げた。トゥルッリは石灰岩の切石をモルタルを使わずに積み上げる。ト

ゥルッリがモルタルを使わず、このような形になったのには理由がある。それは 15 世紀末アルベロベ

ッロを治めていた伯爵が税金をごまかすためだった。税の査定官が来ると聞けば一晩でトゥルッリを壊

し、査定官が去るとまた農民の手によって作られる。このようにしてトゥルッリは作られていった。ト

ゥルッリの屋根の部分にはそれぞれ異なる模様が描かれている。これはキリスト教や原始、魔術を象徴

している。一般的な意味は家族を悪魔の日から守る、古代の神への信仰、豊かな収穫を得るといったよ

うな意味を持っている。現在もこのトゥルッリは住居として使われている他、観光者向けのお土産のお



店としても使用されている。イタリアの夏は太陽の日差しが強く外は焼けるように暑いが、トゥルッリ

の中はまるで別の場所のように涼しい。冬は入り口が小さく、窓も 1 つしかないことから暖炉の熱が外

に逃げず部屋を一定の温度に保つことができる。簡易的な住居であるトゥルッリではあるが、その実用

性から今もなおその形態を維持し、使用され続けている。  
 

 
チステルニーノは南イタリアのプーリア州に位置し、アドリア海から海抜 350 メートルほどの丘陵地

のうえにある小さな町である。8 世紀ごろ東方正教会の修道僧たちが、東方からの迫害を逃れてこの地

にやってきて、地理的に安全な丘の上に住居を作り出したとされている。町には 13 世紀に造られた防



御のための城壁がまだわずかに残っており、南西と南東の端には防御の要であった円形の塔が残ってい

る。私たちはこの町の灰岩でできた住居や建築物を見学した。南イタリアでは、石灰石は町がある丘の

上からはどこからも掘り出すことができ、費用が安く済むことや、床・天井・屋根・階段・バルコニー

など木材よりも石で造るほうが経済的にも機能的にも良かったため石灰を利用した住居が発展した。チ

ステルニーノの町のは、入り組んだ路地や舗道に立ち並ぶほとんどの住居の上階への階段が外に作られ

ていて、細く込み合った道の上の階段が街の景色に美しくなじんでいたことだ。住居の上階は歩道の上

に突き出して造られていて、花で飾られたバルコニーや植木が並ぶデッキなど、機能的であるとともに

装飾的に外部空間が活用されていた。建物の外側も内側も石灰で真っ白に塗られ、上空へ向かう外部階

段や色鮮やかな花が飾られたバルコニーやテラスが太陽の光を浴びて真っ白に光輝く様子は、まさに階

段の町チステルニーノと呼ばれるにふさわしく美しい町であった。 
 
 

 



 アルベロベッロから電車で一駅のところにあるロコロトンド。最初は訪れる予定にはなかったが、地

元の人から美しい街であると教えてもらい訪れることにした。名前が丸い（rotondo）場所（loco）とい

う意味を持つとおり、標高４１０メートルの丘陵地帯に位置し、歴史的市街区である centro strico は
マードレ教会を中心に、石灰岩で出来た白い建物で円形を描いている。街の中心部は駅から少し離れて

おり徒歩１５分ほど歩く。まったく観光地化されておらず、のんびりした雰囲気が漂っていた。建物は

プーリア地方で採掘された石灰岩で出来ており、真っ白であった。またバロック様式も取り入れられて

おり、住居のバルコニーなどに面影を感じた。住宅地に入っていくと、住人が趣味で描いた絵画を家の

前で販売していたり、住人同士がおしゃべりしていたりと密閉した空間の中でそれぞれ楽しみながら生

活していた。花と緑があふれており、また空の青と建物の白とのコントラストが美しかった。 
 
 

 

 

 
 

 バシリカータ州にあるマテーラは世界遺産であるサッシと呼ばれる石灰岩に穴を開けて作られた洞

窟住居が存在する。マテーラはこれまで訪れた都市の真っ白で可愛らしい雰囲気とは異なり、どこか薄

暗く不思議な都市だった。というのも、マテーラは一度は完全に廃墟となったことがあるのだ。かつて

サッシは南イタリアの貧困の象徴とされており、環境の劣悪さから第二次世界大戦中になると住民を強

制的に郊外に移住させる計画が遂行された。これ以来マテーラは完全に廃墟となった。しかし現在は住

民不在による荒廃が古代以来の貴重な都市遺産の損失に繋がるということからマテーラに再び住民を

呼び戻す政策が推し進められている。他の都市と何ら変わらない街並み部分もあるが、旧市街であるサ

ッシ地区になると廃墟であったころの面影を垣間見ることができる。同じような建物に見えても光の差



し方やちょっとした違いによって全く別の表情を見ることができ、光と影のコントラストはこの都市の

雰囲気と相まってとても美しかった。 
 
 
 
＊まとめ 
南イタリアは気候が乾燥し、乾いた大地や石灰岩の土地が広がっている。実際訪れてみて、日本とは

異なり草木があまり生えておらず、殺伐とした風景が続いていた。太陽が照りつけていて、日差しが強

く約１２日間の間一度も雨が降らなかった。アルベロベッロでもマテーラでも石灰で造られた住居に泊

まったが、外とは違い室内は涼しく過ごしやすかったのが印象的であった。この独自の自然条件や気

候・風土がその地にかなった独特の住居や都市・集落の姿をつくりだした。 
チステルニーノでは外部階段やバルコニーが発達した住居、アルべロベッロではすぐに取り壊せるよ

うなトゥルッリ、マテーラでは迫害を逃れてきた修道僧たちが住み着いた洞窟住居など、それぞれの都

市で時代や歴史の影響を受け、同じ石灰でも違った形を持った建築物が存在していた。また、レッチェ

ではバロック様式の建築物が立ち並び、ロコロトンドは他の都市と違って観光化しておらずありのまま

の人々の生活を知ることができた。 
石灰と言えば白を想像するが、実際に訪れてみるとレッチェでは茶色、アルベロベッロでは白、マテ

ーラでは灰色といったように同じ材質だが色は異なっていてそれぞれ違った印象を受けた。 
地中海の中央に位置する南イタリアは古くからさまざまな民族が交差する地域であり、この歴史が街や

建築文化の上に多様な影響を残しており、今回の研究旅行ではこの多様性がもたらすさまざまな特徴を

体験することができた。このように私たちが現地に赴き貴重な体験ができたのはこの研究旅行奨励制度

のおかげです。関係者の先生方に感謝します。 
 
参考文献 陣内秀信 「南イタリアへ！」株式会社講談社 1999 
 

 

 


